
二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

七
点

　
《

互
選
句
》

〈
紙
上
選
句
〉

〈
投
句
〉

〈
出
席
者
〉

〈
選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

杖
曳
き
て
殿
（

し
ん
が
り
）

に
蹤
（

つ
）

く
紅
葉
狩

参
道
の
小
暗
き
辺
り
花
八
手

美
術
展
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
お
で
こ
跡

魚
沼
の
新
米
届
き
ま
ず
握
る

年
流
る
ユ
ニ
セ
フ
へ
寄
付
三
十
年

冬
茜
壁
の
ま
だ
あ
る
東
西

七
五
三
晴
着
を
脱
ぎ
て
腕
白
に

欠
席
の
予
定
者
も
来
る
あ
ん
こ
う
鍋

ま
た
一
軒
年
寄
去
る
町
冬
兆
す

秋
惜
し
む
終
（

つ
ひ
）

の
棲
家
（

す
み
か
）

に
三
十
年

大
入
り
の
声
色
好
評
熱
燗
飲
（

や
）

る

次
の
世
に
待
つ
人
多
し
冬
銀
河

木
曽
覆
ふ
凍
雲
の
中
道
の
駅

駅
前
に
コ
ン
ビ
ニ
も
な
く
冬
の
雨

カ
フ
ェ
ラ
テ
の
ミ
ル
ク
ア
ー

ト
や
冬
ぬ
く
し

銀
漢
を
め
ざ
し
て
の
ぼ
る
君
な
る
や

黒
光
る
箱
根
階
段
や
冬
座
敷

山
茶
花
の
星
瞬
け
ば
散
り
に
け
り

急
峻
の
嶺
ひ
と
つ
統
べ
青
鷹
（

も
ろ
が
え
り
）

木
枯
と
一
緒
に
飛
込
む
縄
の
れ
ん

不
明
者
が
死
者
と
な
る
報
初
時
雨

教
皇
の
時
雨
の
祈
り
微
動
せ
ず

ミ
サ
を
聴
く
平
和
公
園
初
時
雨

神
頼
み
す
る
神
の
留
守
知
ら
ず
し
て

紅
葉
濃
き
谷
の
瀬
音
に
風
渡
る

先
達
の
遺
せ
し
学
舎
冬
紅
葉
（

豊
郷
小
学
校
）

影
と
な
り
光
と
な
り
て
小
鳥
来
る

声
潜
め
ふ
た
り
雨
音
聴
く
夜
長

そ
の
闇
に
沈
め
た
き
嘘
夜
の
紅
葉
（

も
み
じ
）

二
の
酉
や
風
の
す
る
り
と
吹
き
か
は
る

干
柿
を
ゆ
っ
く
り
食
ひ
て
寡
黙
な
り

凩
に
押
さ
れ
て
巡
る
古
書
の
町

新
海
苔
を
あ
ぶ
り
蕎
麦
屋
の
一
人
酒

教
皇
の
慈
顔
あ
ま
ね
く
小
春
か
な

仝
恵
洲

仝
千
恵

健
介

五
郎
太

孤
舟

仝
忠
彦

仝
紀
久
男

仝
盛
雄

亜
也

昇
ゆ
た
か

堂
哉

仝
孤
舟

仝 仝
忠
彦

紀
久
男

昇
ゆ
た
か

堂
哉

孤
舟

仝
啓
子

弘
子

仝
そ
ら
お

け
い
子

紀
久
男

（

紀
・
五
）

（

孝
・
允
）

（

正
・
啓
）

（

紀
・
龍
）

（

紀
・
正
）

（

紀
・
弘
）

（

千
・
ゆ
）

（

眞
・
三
）

（

紀
・
弘
）

（

龍
・
く
）

（

堅
・
敏
）

（

紀
・
龍
・
敏
）

（

紀
・
忠
・
五
）

（

眞
・
紀
・
正
）

（

孤
・
千
・
重
）

（

紀
・
孤
・
五
）

（

孤
・
孝
・
ゆ
）

（

龍
・
孝
・
啓
）

（

五
・
孝
・
三
）

（

千
・
正
・
く
）

（

眞
・
紀
・
弘
）

（

堅
・
孤
・
敏
）

（

堅
・
孤
・
敏
）

（

忠
・
孤
・
千
・
允
）

（

重
・
孤
・
千
・
孝
）

（

堅
・
紀
・
重
・
く
）

（

忠
・
五
・
允
・
三
）

（

紀
・
重
・
龍
・
敏
・
允
）

（

眞
・
紀
・
孤
・
孝
・
正
）

（

忠
・
孤
・
五
・
重
・
啓
）

（

眞
・
弘
・
ゆ
・
啓
・
く
）

（

眞
・
紀
・
孤
・
允
・
三
）

（

堅
・
紀
・
忠
・
ゆ
・
允
・
く
）

（

堅
・
孤
・
五
・
龍
・
敏
・
啓
・
く
）

 
 
 
 
 
 
第
四
百
三
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
 
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子
　
在
間
千
恵

川
口
孤
舟

　
　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
八
日
（

木
）

午
后
一
時
半
～

四
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

会
議
室

伊
賀
山
そ
ら
お
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
古
田
昇
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也

佐
藤
忠
重
（
新
人
）
　
豊
田
ゆ
た
か
　
星
田
啓
子

山
田
け
い
子
　
山
内
天
牛
　
渡
邊
盛
雄

村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
重
枝
孝
岳
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明

　
（

◎
…
「

銀
漢
を
」
→
「

冬
銀
河
」
）
（

畏
友
の
訃
報
に
接
し
て
）

　
（

落
語
カ
フ
ェ

で
の
大
滝
落
語
会
の
打
上
げ
）



一
点

令
和
元
年
十
一
月
 
青
葉
会
報

　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼

着
ぶ
く
れ
て
今
日
は
外
来
診
療
日

ア
メ
リ
カ
の
鋏
で
枯
枝
切
り
刻
む

病
え
て
十
月
す
っ

か
り
棒
に
ふ
る

ド
ア
ボ
タ
ン
押
し
て
下
り
立
つ
冬
の
駅

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
踏
む
も
み
ぢ
葉
や
子
等
笑
ふ

小
（

ち
）

さ
く
な
り
ぬ
椎
の
実
拾
ふ
母
の
背
中

川
溢
れ
し
土
手
に
ち
ら
ほ
ら
花
芒

古
代
偲
ぶ
螺
鈿
の
技
や
秋
澄
め
り

牡
蠣
喰
（

く
ら
）

ひ
人
も
食
ひ
を
る
大
統
領

ふ
ん
こ
ろ
が
し
の
才
も
無
き
身
や
神
無
月

松
島
に
松
無
き
小
島
鳥
渡
る

こ
の
地
で
も
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ィ

落
葉
踏
む

烏
帽
子
着
け
き
り
り
と
舞
ふ
や
小
六
月

晴
れ
わ
た
る
原
（

は
ら
）

に

コ
ス
モ
ス
あ
ざ
や
か
に

澄
み
わ
た
る
東
の
空
に
十
六
夜
の
月

内
浦
の
澪
標
（

み
お
つ
く
し
）

よ
り
冬
に
入
る

手
締
め
受
け
艶
め
く
女
（

ひ
と
）

や
酉
の
市

ひ
よ
鳴
く
よ
灰
色
の
首
長
く
し
て

川
水
に
浸
か
り
て
里
の
紅
葉
燃
ゆ

仝 仝
天
牛

亜
也

仝
啓
子

ゆ
た
か

千
恵

健
介

仝
弘
子

仝
五
郎
太

仝
忠
重

孤
舟

け
い
子

規
雄

ゆ
た
か

（

紀
）

（

三
）

（

紀
）

（

弘
）

（

重
）

（

ゆ
）

（

正
）

（

三
）

（

紀
）

（

紀
）

（

忠
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

啓
）

（

紀
・
千
）

（

紀
・
弘
）

（

紀
・
千
）

　
　
　
　
　
浅
草
公
会
堂
「

新
春
花
形
歌
舞
伎
」
第
二
部
　
十
五
時
～

十
八
時
　
二
等
席
６
千
円

　
一
、

今
回
は
新
人
の
佐
藤
忠
重
さ
ん
（
小
生
と
同
じ
Ｓ
3
8
入
社
。
情
報
通
信
分
野
）

始
め
9
名
出
席
。
投
句

　
　
の
純
吟
「
蓬
莱
」
。
小
生
持
参
の
庄
司
さ
ん
か
ら
頂
い
た
大
阪
土
産
（
觀
光
堂
の
海
苔
巻
煎
餅
）
、
河
東
節

　
　
諸
白
」
（
小
西
酒
造
）
奈
良
漬
、

啓
子
さ
ん
の
「

米
鶴
」

の
純
米
「
盗
み
吟
醸
」

と
金
太
郎
飴
。
千
恵
さ
ん

　
　
　
き
さ
ら
ぎ
句
会
の
盛
雄
さ
ん
、

健
介
さ
ん
か
ら
の
『

４
０
０
回
祝
』
の
「
白
雪
」

純
米
大
吟
醸
と
「
伊
丹

　
　
が
高
得
点
、
弘
子
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
、
け
い
子
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。

　
　
は
天
牛
さ
ん
ら
1
0
名
。
今
回
も
五
郎
太
さ
ん
が
司
会
さ
れ
、
御
覧
の
よ
う
に
タ
イ
旅
行
中
の
そ
ら
お
さ
ん

　
　
　
●
次
回
青
葉
会

　
　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
と
お
か
き
等
々
、

盛
り
沢
山
。

堪
能
し
ま
し
た
。

　
　
師
匠
（
人
間
国
宝
）
か
ら
の
オ
ラ
ン
ジ
ェ
（

麻
布
の
ジ
ョ

ン
・
カ
ナ
ヤ
）
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
ス
コ
ッ
チ
「

　
　
　
　
令
和
元
年
十
二
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

　
　
　
　
　
新
宿
末
廣
亭
・
昼
席
見
物
　
十
二
時
～
十
六
時
半
　
木
戸
銭
２
，
７
０
０
円

十
二
月
九
日
（

月
）
　
恒
例
年
忘
れ
句
会

　
　
　
　
　
「

虎
連
坊
」

忘
年
句
会
　
十
七
時
半
～
二
十
時
　
　
会
費
　
５
，
１
７
０
円

正
月
五
日
（
日
）

　
　
吉
例
初
芝
居
総
見

一
月
二
十
三
日
（

木
）

初
句
会
　
午
后
一
時
半
～

四
時
半
　
文
京
区
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー

５
階
Ｂ
室

　
　
　
　
　
新
年
会
　
ど
ぜ
う
飯
田
屋
　
十
八
時
半
～
二
十
時
　
会
費
７
千
円

　
（

娘
道
成
寺
）


